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序章 研究の背景と問題の所在 

 日本社会では昨今、企業のビジネス現場でのインターンシップに参加する大学生が増加

しつつある。その背景には、卒業前の大学在籍中に就職活動をするという教育の中に労働

市場が組み込まれた日本特有の慣行がある。就職活動前に実施されるインターンシップに

は、大学、企業、政府などさまざまな立場の人々による複数の価値が混在する。特に、産

業界が利用しようとする採用選考機会と、教育界が位置づけようとする人間育成機会とい

うインターンシップが含有する二重の価値の矛盾は、大学生の人生設計に大きな影響を与

える要因となっている。 

 また、日本の多くの大学機関は 18 歳人口の減少に伴う質的転換を喫緊の課題としてお

り、インターンシップは大学から社会への移行を円滑につなげるための教育改革の一翼を

担っているとも考えられる。生き残りをかけた大学が講じる一策として、海外からの留学

生の受け入れもある。外国人留学生たちは大学機関の国際性を豊かにするばかりではなく、

卒業後も日本社会の生産労働人口の減少や企業の国際競争力の向上のために活躍し得る存

在であるはずだ。 

 ところが、グローバルな高度人材予備軍としての外国人留学生に期待を寄せる反面、彼

らをどのような人間として育成し、社会に輩出しようとしているのかといった根本的な問

題が解決できないままでいる大学も少なくない。さらに、卒業後の動向を見てみても、実

際に日本で就職をした留学生数は希望者に比して多いとはいえないのが現状だ。今後日本

が多くの労働者を受け入れようとするとき、有用な人材となり得る外国人留学生の企業で

のビジネス実践の実態について解明することは、多言語多文化共生社会のあり方を探る上

でも重要な課題となる。 

 しかしながら、これまでの研究では、外国人留学生が大学領域と企業領域の間を架橋す

るインターンシップにおいて何を学び、将来の人生をどう展望するのかといった実態が十

分に探究されてきたとは言い難い。そこで、本研究では、まず、国境を越える青年がイン

ターンシップに参加する意味を明らかにし、次に、ビジネス実践を通した彼らの学びを探

究することによって、今後の大学教育のあり方への展望を開くことにする。 

 

第 1 章 先行研究および研究概要 

 学びに関する先行研究を概観すると、社会のパラダイム変遷に伴う行動主義、認知主義、

構成主義という潮流の展開によって、学習は個人内部に取り込まれる命題的知識の獲得で

あるとする個体能力主義的な解釈から、社会的協働参加による他者との相互作用を通した

状況内での技能や知識の修得という理解への変遷がみられる（波多野 1996、西口 1999、

佐伯 2010）。「社会文化的アプローチ」（石黒 2004:ii）の視座から先行研究を概括した

ところ、「学び」というものは、個人の主体が伝統的な教室を超越して社会的実践共同体

に参加することで、受容的に教えられた知識以上の概念の創造と探求を可能にし、実践を
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振り返りながら現在から過去を意味付けて、将来への展望を開いていく過程であるという

解釈ができる。真正なビジネス実践による「学び」は、複雑な概念の理解、新しいアイデ

ィアを生み出す創造力、批判的思考、実用可能な知識の修得、共同体内外で接触する他者

との協働性を含んだ「深い学習」（ソーヤー 2016:1）となるということだ。また、複数の

領域間の越境は共同体内外で接触する他者との協働性によって初心者が熟達化する（Lave 

& Wenger 1991/1993）という垂直的学習ばかりではなく、自己や集団のあり方の変化と

いう水平的学習（Engeström 1987/1999）による広がりをもたらすことにもなる。 

 本研究では、「学び」を個体主義的な知識の獲得としての「学習」と区別して（佐伯 1972）、

人間がよりよいものとなろうと、習得した認知構造を通して外界と相互作用しながら知識

を構成/再構成したり、アイデンティティを形成/再形成したりすることという意味で捉え

ることにした。 

 

1.3 本研究の概要 

 従来の研究についての問題を踏まえて、本研究では次の 3 つの研究課題を設定した。 

 研究課題 1. 外国人留学生はインターンシップに参加して何を学ぼうとしたのか 

 研究課題 2. 実習生はインターンシップの実践過程でどのように学んだのか 

     1） ビジネス領域の中でどのように道具を使い、その操作を通してどのような 

       内的表象を手に入れるのか 

     2） どのような他者との相互交渉を通して、アイデンティティを形成、再形成 

       するのか 

 研究課題 3. 実習生はインターンシップで何を学んだのか 

 本研究の協力者は、東京都内の同一私立大学に在籍する学部 2 年および 3 年（調査実施

当時）の外国人留学生 11 名（韓国出身 2 名、中国出身 9 名）である。11 名のうち 9 名は

社会学系の学部に所属し、2 名は理工学系の学部に所属していた。協力者たちの滞日年数

は約 4 年で、全員が「日本語能力試験」（国際交流基金・日本国際教育支援協会主催）で

最上級と認定されている「N1」を取得している。 

 協力者が参加したインターンシップには、当大学キャリア関連部署が学部 3 年生を対象

として主催するプログラム（「学内プログラム」）と、学外の同種業界の協会が外部コー

ディネーターに委託し、外国人留学生を対象に学年を問わず実施しているプログラム（「学

外プログラム」）の 2 種類がある。どちらのプログラムも毎年夏季に 1 度、2 日から 20

日の間、人材育成を目的として無報酬で実施されている。調査は、2012 年度、2013 年度、

2014 年度のプログラムの前後に実施した。 

 これらの学内外プログラムの実習形態は、次の 4 つのタイプに分類された。1） 企業か

ら与えられたテーマに沿って、実習生同士のチームが企画立案の課題に取り組む「プロジ

ェクト企画型」、2） 正社員と同様の基幹的な業務を遂行する「中核業務型」、3） アルバ

イトやパート社員と同様の補助的な業務に携わる「周辺業務型」、4） 実習生同士のディ
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スカッションを含むセミナー研修を受講する「講義型」である。 

 本研究の分析的枠組みとして、「アイデンティティの形成プロセス」（Grotevant 1987）

を援用し、ビジネス実践において「なりたい自分」を標榜する実習生が、よりよい者とな

るために自己を探求していく動的なプロセスの中で学びが形成されるという構図を設定し

た。データ収集には、社会文化的な文脈の中で人間の実践行動の意味を読み解くために用

いられる解釈的アプローチの代表的な手法としてのエスノグラフィーを使用した。 

 分析には複数のパーソナル・ドキュメントを多元的に使い、質的データの解釈の妥当性

を高めた。収集したデータは、実習前に稿者が実施した「質問紙調査」の記述データ、実

習生が毎日記録し、企業の実習担当者と交わした「実習日誌」、実習中の自身の日本語使

用について記録した「日本語に関する日誌」、実習後にまとめた「実習報告書」と、これ

らを基にして稿者が実施した「半構造化インタビュー調査」の文字化データである。研究

協力者との半構造化インタビューで得られた内容をより客観化するために、受け入れ側の

企業経営者および実習担当者、他の社員との「半構造化インタビュー調査」も実施した。

また、学外プログラムで課された実習生たちによる受け入れ企業経営者へのインタビュ

ー・セッション（「社長インタビュー」と呼ばれる）を録音した「談話データ」の文字化

資料と、実習生がそれを「実習報告書」に執筆した当該箇所の文章も使用した。 

 この他に補助資料として、「プロジェクト企画型」の実習生チームがパワーポイントで

作成した「企画書」と、それを社員の前で口頭発表した様子を録音した「プレゼンテーシ

ョン・データ」の文字化資料、業務関連資料、稿者による事前オリエンテーション、実習

見学、事後報告会での「観察メモ」も使った。 

 

第 2 章 外国人留学生のインターンシップ参加の意味 

 第 2 章では、外国人留学生にとってのインターンシップへの参加の意味を明らかにする

ことを目的とし、協力者 11 名全員のデータから、研究課題 1「実習生はインターンシップ

に参加して何を学ぼうとしたのか」および研究課題 3「実習生はインターンシップで何を

学んだのか」について検討した。実習期間全体を 1 つの時間的単位として捉えて、マクロ

な社会文化的要因とミクロな個人の思考との相互作用を、時空間の移動という切り口から

分析した。その結果、外国人留学生たちは「どこの国で、いかに生きるべきか」を核たる

テーマとして、自分の身を置くビジネス環境とその中での自分自身の位置付けについての

興味と関心からインターンシップに参加したことが明らかになった。 

 

第 3 章 概念的道具を媒介した学び － 社会科学系実習生の事例 － 

 第 3 章では、個人と実践を媒介する対象志向的な道具に焦点を当てて「どのように学ぶ

か」、「何を学ぶか」について検証することを目的とした。社会学系専攻の実習生 3 名によ

る実践の事例から、将来の職種として希望する営業職や事務職の業務で典型的に用いられ

るだろう「概念的道具」としてのことばを媒介とした学びの様相について論じた。分析結
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果から、真正な企業空間の内外に埋め込まれた多種多様な道具を介して、実習生たちが随

時「なるべき自分」や「なりたくない自分」を見出しつつ、「なりたい自分」へと接近して

いく過程の細部にさまざまな学びが偶発的に生起することがわかった。 

 

第 4 章 道具を媒介した学び －理工学系実習生の事例 － 

 第 4 章では、第 3 章と同様に道具に着目するが、技術職に関わる理工学系専攻の実習生

が用いる物理的道具を中心に検討し、「どのように、何を学ぶか」についての考察をさらに

進めた。2 名の事例を分析した結果、実体のある物理的道具と身体的道具との相互作用に

よって生み出された数値を符号化し、同じ作業の反復から生まれた暗黙知を形式知（概念

的道具）に変換する過程では、「個人レベルでの知識と技術の専有」、「個人間のレベルでの

徒弟的関係」の水準での複層的な学びの展開がみられた。 

 

第 5 章 水平的関係にある他者とのアイデンティティ交渉 

 第 5 章では、個人と実践を媒介する人間志向的な他者に焦点を当て、実習生が「どのよ

うにアイデンティティを形成・再形成するのか」を検証することを目的とした。社会科学

系専攻の実習生 2 名を事例として、企画プロジェクトのチーム実践共同体を構築していく

過程での他者との相互行為を通した学びの軌跡を追った。その結果、同世代の水平的な関

係にある日本人学生のメンバーたちと多声的な議論を重ねることで、異種混淆の社会的・

個人的アイデンティティが相互作用をし、やがて特徴的な集団アイデンティティが構築さ

れていく様相がみられた。 

 

第 6 章 垂直的関係にある他者とのアイデンティティ交渉 

 第 6 章では、第 5 章と同じく他者に注目して、「どのようにアイデンティティを形成・

再形成するのか」をさらに検証した。既存の企業組織に参入した実習生が、熟達度におい

て自身と垂直的な関係にある社員や経営者また社外の顧客とアイデンティティ交渉をする

過程での学びについての考察を深めることを目的とした。多言語多文化環境にある企業で、

正社員とほぼ同様の業務に関与する「中核的業務型」実習に参加した社会科学系専攻の実

習生１名の事例を分析したところ、「現在の自分」と「なりたい自分」の差異を縮小するた

めに自己と他者間のアイデンティティ交渉を重ねて、ポジティブな方向へと自己改善を図

り、次々と多様なアイデンティティを形成、再形成しながら多様な学びの資源を得ていく

ことが判明した。 

 

第 7 章 総合的考察 

 第 7 章ではインターンシップ参加による学びについて総合的に考察した上で、留学生、

大学、企業に向けて提言を試みた。個人史としてつながる時間軸と個人がおかれた社会文

化歴史的状況の空間軸との交差にあるインターンシップでの学びとは、真正な企業の状況
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に埋め込まれたさまざまな道具や他者との相互行為を通して、共同体の特性を反映した知

識や技術をわがものとし、「なりたい自分」になっていく全人格的な変容の過程であること

が判明した。 

 企業と大学の間を往還する個人の学びのプロセスは、まず職業領域に入ることでそれま

での無自覚に身に付けていた学習の仕方をほぐすところから始まった。ビジネス実践にお

いて実習生は、複雑な物理的および心理的境界を生成、解消し、個人内および個人間を絶

え間なく行き来しながら、状況や場面に応じて能動的に行動できる自律性や資質を身につ

けた。個人の学びは一様ではないものの、実習生たちに共通してみられた認識、思考、行

動を要約すると、大学での予定調和的な学習に基づく他者決定性、依存性、受動性、自己

完結性などが、インターンシップの実践によって自己決定性、自律性、主体性、責任感、

時間管理力、忍耐力などといったものに変わり、単なる「大学生」が日本の企業で就業で

きる「予備的社会人」となるのだった。すなわち、伝統的な教室の学習を越えた企業での

実習が、個々人の学びに深まりと広がりをもたらしたといえる。そしてまた、実習生たち

が大学にもどった時、それまでの学びが見直され、さらに将来の人生を展望しつつ自律的

かつ能動的に学んでいくといった一連の過程がみられた。 

 これらの結果を踏まえて、今後の大学教育に向け、本研究の知見を発展的に活用した「こ

とばを使った実践」を提案した。実習をめぐる課題としては、固定的な労働規範に基づく

狭義のキャリア観を開放し、個人のあり方の多様性を柔軟に認めて、実習生と企業の双方

が学び合えるようなプログラムの体制整備を図ることを指摘した。実習を受ける留学生が

紐帯となり、大学と企業の双方向的な対話を循環させることは、インターンシップの二重

の価値形態に関する問題の解消へともつながるに違いない。言語や文化を異にする人間が

日本社会において正統的に位置づけられて生きる価値を再考することが重要だといえる。 

 

終章 まとめ 

 最後に終章では、本研究の意義と限界、今後の課題について述べた。本研究の意義は、

従来の研究でほとんど着目されてこなかった外国人留学生を学びの主体として捉えた点、

多層に構成された社会文化的心理的文脈を越境する個人の学びを生涯の一過程として位置

付け、その意味を説いた点にある。一方、本研究の限界として、研究協力者の選定、方法

論として用いた解釈的アプローチによる主観性、企業倫理によるデータ収集の制約などが

挙げられた。また、本研究で明らかになった学びのより精緻な探究、留学生が大学に戻っ

た後の学びの追究、入社後の組織社会化や職務満足への影響の追跡、受け入れ企業側社員

の個人的アイデンティティや組織集団アイデンティティへの影響についてのより深い検証

は今後の課題として残された。 
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